
○ 地域団体「夢ランド十町」は、メン
バーの約半数が女性で構成され、
現会長も女性。

○ 基盤整備を通じた労力削減によ
る「余剰労働力」を活かし、地域の女
性を中心に高齢者等への配食事業、
子供向け農業体験、マルシェ、都市
農村交流事業など様々な取組を行
い、地域が活性化。Ｒ３年「農業農村
整備優良地区コンクール」で農村振
興局長賞を受賞。

○ 記録の残るＨ16年以降、33団体、
700名以上の視察を県内外から受入
れ。

○ 企業や農業生産法
人の参入により、地元
に新たな雇用が創出。

【ベビーリーフ13人、農産
品加工20人】

○ 地域活動の活性化
により地域外にも「十町
ファン」が拡大し移住者
が増加。【移住家４戸】

○ 基盤整備により営
農環境が整ったこと
で、企業や法人等に
よる組織経営体が増
加。【５経営体増加】

○ 農地の汎用化によ
る高収益作物の導入
や企業等の参入によ
り農家所得が向上。
【3.7倍に増加】

○ 基盤整備の実施により営農環境
が大きく改善したことで、「余剰労働
力」が発現し、地域の女性達による活
動が活性化。移住者も増加。

○ 事業を契機として、高収益作物の
作付面積拡大や企業等の参入によ
る新たな雇用が創出。

○ 地域の更なる発展を目指して、営
農組合を設立。（Ｒ２）

【整備前】
ほ場区画は、狭

小（平均９ａ）かつ
不整形で、更に農
道も狭く、水路は
用排兼用の土水
路のため、営農に
多大な労力が必要。

農地の集団化や農
道、用排水路の整備
を実施したことで、農
地の汎用化と大型機
械の導入を実現し、営
農環境は大きく改善。

【熊本県玉名郡和水町】地域団体「夢ランド十町」を核とした「みんなが主役のむらづくり」

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

基

盤

○主要作物
・水稲、WCS、いちご、ベビーリーフ 等

○主な支援施策
・県営ほ場整備事業（H14～H19）

・多面的機能支払交付金（H19～）

・中山間地域等直接支払（H12～）

ほ場整備により営農環境が大きく改善

（H14年～H19年）
基盤整備

生

産

現

場

町内最大級の営農組合設立

地
域
の
取
組

○ 農地を効率的かつ総合的に利用
し、地域農業の振興と農業所得の
向上を図ることを目的に、町内最大
級の「十町営農組合」を設立。法人
化を目指して機械の共同利用など
を開始。

た ま な ぐ ん な ご み ま ち

地域団体「夢ランド十町」と女性の活躍

新たな雇用の創出と移住者の増加

組織経営体数と農家所得の推移

⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍

○位置
熊本県玉名郡和水町

たまなぐんなごみまち

熊本県
十町地区

じっちょう

高齢者向け配食事業

和水町マスコットキャラクター
「なごみん」と夢ランド十町の

池上会長

十町営農組合設立総会

移住者による空き家
を活用した宿泊施設

ベビーリーフのハウス

整備前（９a区画）整備後（20a区画）
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3.7倍



○ 畑の作業は女性が主に行っ
てきたが、基盤整備により女性
達の作業効率化が図られ、労
働負担の軽減等につながった。

○ にんじんを核とした
地域づくりに積極的に
取り組み、婦人会等に
よる料理考案、加工品
開発を実施。

○ 基盤整備により、
生産組合のにん
じん作付面積と販
売額が増加。

○ 畑地かんがい施設の整備を契機
に、さとうきび主体の農業からにんじ
ん等の高収益作物に転換。

○ 地域の関係者が一体となって、に
んじんの品質、栽培技術の向上に取
り組み、地元産のにんじんを「美らキ
ャロット」と命名し、各種イベントの実
施等によりブランド化に成功。

○ 農作業の効率化を図ることで、女
性の活躍を促進し、農産物の加工品
づくりも行い付加価値向上に取り組ん
でいる。

【整備前】
地域一帯は河川が

なく、度々干ばつの被
害を受け、ほ場も不整
形で狭小であったた
め作業効率も悪く、農
業生産の厳しい環境
下にあった。

ほ場や畑地かんがい施設の整備により
農産物の安定生産、園芸作物の生産振興が
図られた。

【工夫のポイント】

【取組地域の概要】

基

盤

農産物の安定生産と生産振興

基盤整備
（H11年～H22年）

生

産

現

場

品質向上への取組により県の拠点産地に認定

地
域
の
取
組

○ 農家、市、JAが中心となっ
た支援チームを結成し、にん
じんの品質向上のため、品種
の統一、技術実証展示ほ場
の設置、栽培講習会を実施。

○ 栽培技術の向上等に取り
組んだ結果、定時・定量・定品
質の出荷ができる拠点産地と
して沖縄県が認定。

女性の活躍

作付面積、販売額の向上

⾷料安保 デジ⽥ 団体営 ⼥性活躍【沖縄県糸満市】基盤整備を契機とした「美らキャロット」ブランドの確立
いとまんし

○位置
沖縄県糸満市

いとまんし

沖縄県

喜屋武地区
きゃん

○主要作物
・さとうきび、レタス、にんじん

○主な支援施策
・国営かんがい排水事業(H4～H17)

・県営畑地帯総合整備事業（H11～H22）

令和3年度 うまんちゅ市場
年間来客者：73万人
年間売上高：約15億円
登録会員：1,183名

ちゅ

○ ＪＡが「地産地消」を合い
言葉に県内初のファー
マーズマーケット「うまん
ちゅ市場」をH14に糸満市
に開設し、地域の農産物
等を販売。「美らキャロッ
ト」は、根菜類で一番の売
上げ。

○ コロナ状況下の令和3年
度でも「うまんちゅ市場」は
販売高15億円を維持。

整備後

○ JAおきなわは、「美らキャロット」を沖縄ブランド
として商標登録(H21)。

にんじんの収穫状況

料理考案、加工品の製造・販売

にんじんの出荷状況

地域経済の活性化
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うまんちゅ市場

整備前

うまんちゅ市場販売中
「美らキャロット」



土地改良事業を契機とした農村振興事例集
バックナンバー（vol.1～vol.８）

・ 中山間地域における優良事例集（vol.1）（平成28年６月）

・ 高収益な農業の実現に向けた取組事例集（vol.2）（平成28年12月）

・ 高収益な農業の実現に向けた取組事例集（vol.3）（平成29年8月）

・ 高収益な農業の実現に向けた取組事例集（vol.4）（平成30年3月）

・ 活力あふれる農村地域の発展事例集（vol.５）（平成31年3月）

・ 活力あふれる農村地域の発展事例集（vol.６）（令和元年12月）

・ 活力あふれる農村地域の発展事例集（vol.７）（令和３年３月）

・ 活力あふれる農村地域の発展事例集（vol.８）（令和４年３月）

 バックナンバーについても、農林水産省HPで公表しています！

（公表先URL）
http://www.maff.go.jp/j/nousin/sekkei/kousyueki-zirei.html

QRコード



【お問合せ先】
農林水産省農村振興局整備部設計課
〒100-8950 東京都千代田区霞が関1-2-1
TEL：03-3502-8695（直通）
FAX：03-5511-8251


